
豊
穂
遺
跡
出
土
卒
都
婆

第２図 卒都婆実測図（S＝１／４）
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４ 水白モンショ遺跡

県
内
出
土
卒
都
婆

２

４

３
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７

１０
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三
、
卒
都
婆
の
位
置
付
け

中
世
の
木
製
卒
都
婆
の
出
土
は
本
遺
跡
の
他
に
県
内
六
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
珠
洲
市
野
々
江
本
江
寺
遺
跡
出
土
の
木
製
笠
塔
婆
と
木
製
板
碑
が
一
九
〇

㌢
を
超
え
る
大
型
の
特
殊
品
で
あ
る
の
を
除
く
と
、
小
島
西
遺
跡
出
土
品
と
南
吉
田
葛

山
遺
跡
出
土
品
が
四
〇
㌢
以
上
と
な
る
以
外
は
三
〇
㌢
以
下
の
小
型
の
笹
塔
婆
で
あ

る
。頭
部
山
形
で
左
右
に
二
段
の
切
り
込
み
を
持
ち
、下
端
を
尖
ら
せ
る
も
の
が
多
い
。

墨
書
は
六
字
名
号
、
大
日
如
来
の
種
子
、「
南
無
大
日
如
来
」
な
ど
が
あ
り
、
紀
年
銘

を
記
し
た
も
の
は
な
い
。
堅
田
Ｂ
遺
跡
出
土
品
は
二
七
点
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
一
部

の
笹
塔
婆
は
共
伴
す
る
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
銘
を
持
つ
巻
数
板
に
「
一
、
奉
造
立

大
日
□
□
率
都
婆
廿
五
本
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
数
板
吊
り
の
一
連
の
行

事
に
関
連
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
時
期
と
具
体
的
な
使
用
目
的
が
知
ら
れ
る
貴
重
な

例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
の
特
定
で
き
な
い
南
吉
田
葛
山
遺
跡
を
除
き
、
十

一
世
紀
末
〜
十
四
世
紀
前
半
代
の
資
料
で
あ
る
。

厚
さ
一
㍉
前
後
の
薄
板
状
の
こ
け
ら
経
は
、
県
内
で
は
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の

二
例
、
不
時
発
見
の
も
の
三
例
、
伝
世
品
一
例
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
金
沢
市
普

正
寺
遺
跡
出
土
例
は
十
五
世
紀
中
頃
の
所
産
、
能
美
市
湯
屋
出
土
経
は
そ
の
手
法
が
十

六
世
紀
代
の
遺
品
に
共
通
す
る
と
さ
れ
、
十
五
世
紀
代
の
所
産
と
み
ら
れ
る
昨
年
発
見

の
白
山
市
宮
保
館
跡
出
土
例
を
合
わ
せ
、
十
五
〜
十
六
世
紀
代
に
片
面
書
写
の
こ
け
ら

経
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
金
沢
市
粟
崎
出
土
経
は
両
面
書
写
で
、
そ
の
法
量
や
作
工

か
ら
十
四
世
紀
後
半
〜
十
五
世
紀
前
半
の
所
産
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
本
卒
都
婆
が
造

立
さ
れ
た
頃
に
県
内
で
両
面
書
写
の
こ
け
ら
経
に
よ
る
積
善
の
行
為
が
実
際
に
行
わ
れ

て
い
た
証
左
と
言
え
る
。

ま
た
、
同
じ
永
和
年
間
の
紀
年
銘
資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
七
尾
市
中
島
町
町

屋
に
所
在
す
る
石
碑
で
あ
る
。
中
央
に
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」、
右
に
「
永
和
三
五
月
十

五
日
佛
心
」、
左
に
「
日
課
六
万
遍
念
佛
」
と
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
主
尊
や
方
法

は
違
え
ど
も
、
毎
日
作
善
を
積
ん
で
功
徳
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
点
で
共
通
す

る
。
材
質
は
異
な
る
が
、
短
い
永
和
年
間
の
紀
年
銘
資
料
が
能
登
に
続
い
て
加
賀
で
も

確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
様
々
な
積
善
の
営
み
が
県
内
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
る
。

本
遺
跡
出
土
の
卒
都
婆
は
、
他
の
出
土
事
例
に
比
べ
る
と
年
代
が
や
や
新
し
い
が
、

頭
部
五
輪
塔
形
の
も
の
と
し
て
は
県
内
初
例
で
あ
り
、
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
銘
を

記
す
点
で
貴
重
で
あ
る
。
造
立
目
的
が
こ
け
ら
経
写
経
供
養
に
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
点
に
お
い
て
も
稀
少
と
言
え
る
。
目
的
と
し
た
供
養
が
、
追
善
か
逆
修
か

は
不
明
な
が
ら
、
満
願
を
祈
念
し
て
、
或
い
は
満
願
の
証
と
し
て
造
立
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
何
千
枚
も
の
こ
け
ら
経
の
書
写
に
は
、
粟
崎
出
土
経
に
関
し
て
戸
澗
幹
夫
が
指

摘
す
る
よ
う
に
（
戸
澗
一
九
九
二
）、
相
当
の
経
済
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

こ
と
、
供
養
或
い
は
年
中
行
事
を
執
り
行
い
、
木
製
卒
都
婆
を
造
立
で
き
た
の
は
、
県

内
の
出
土
遺
跡
の
様
相
か
ら
在
地
領
主
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
卒
都
婆
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
有
力
者
が
関
わ
っ
て
い
る
と
推
定
し
て
お
き
た

い
。本

卒
都
婆
は
報
告
書
刊
行
後
、
八
年
を
経
て
よ
う
や
く
正
し
い
評
価
が
な
さ
れ
、
調

査
担
当
者
と
し
て
長
年
の
胸
の
つ
か
え
が
と
れ
た
想
い
で
あ
る
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
た
び
釈
読
に
あ
た
り
御
尽
力
い
た
だ
き
、
原
稿
執
筆
を
御
快
諾
下
さ
っ
た
藤

澤
典
彦
氏
、
諸
々
の
御
協
力
・
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
狭
川
真
一
氏
に
深
謝
い
た
し
ま

す
。

（
岩
瀬
由
美
）
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献
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Ｂ
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澗
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史
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史
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元
年
は
丁
卯
に
当
た
る
。「
丁
」
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
が
、「
卯
」
は
確
認
で
き
る
。

そ
の
下
に
は
数
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
二
百
八
十
四
日
毎
日
六
本
能
写
者
」と
な
る
。

「
四
」
と
「
日
」
の
間
隔
が
少
し
あ
り
、
そ
こ
を
「
ヶ
日
」
と
繋
ぐ
た
め
に
「
ヶ
」「
箇
」

な
ど
が
入
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。「
本
」
は
「
大
」
＋
「
十
」

の
組
み
合
わ
せ
で
書
か
れ
て
い
る
。「
本
」
を
「
十
八
十
」
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も

知
れ
な
い
が
、
文
字
間
隔
が
不
自
然
に
な
る
の
で
「
本
」
と
見
て
お
き
た
い
。
そ
の
下

は
「
能
写
者
」
と
読
ん
だ
が
、
そ
れ
は
「
能
・
・
者
」
は
一
つ
の
定
型
文
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
要
す
る
に
「
二
百
八
十
四
日
毎
日
六
本
能
写
者
」
は
二
八
四
日
の
間
毎
日
六

本
の
卒
都
婆
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
八
四
日
×
六
本
で
一
七
〇
四
本
の
大

量
の
卒
都
婆
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
卒
都
婆
経
（
こ

け
ら
経
）
の
営
み
が
お
こ
な
わ
れ
た
事
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
け
ら
経
写
経

と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
普
通
に
は
書
写
経
典
は
法
華
経
が
考
え
ら
れ
る
が
、
法
華
経
の

普
通
の
配
字
で
行
く
と
四
一
〇
〇
弱
の
行
数
に
な
る
。
そ
れ
で
は
卒
都
婆
の
数
が
少
な

く
、
法
華
経
の
可
能
性
は
少
な
く
な
る
が
、
こ
け
ら
経
の
両
面
写
経
は
こ
の
時
期
で
は

普
通
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
七
〇
四
×
二＝

三
四
〇
八
と
し
て
も
ま
だ
少
な

い
。
と
こ
ろ
が
「
二
百
八
十
四
」
が
「
三
百
八
十
四
」
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
す
る

と
三
八
四
×
六
×
二＝

四
六
〇
八
と
な
り
、
法
華
経
と
一
緒
に
写
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

開
結
二
経
・
阿
弥
陀
経
な
ど
を
含
め
る
と
丁
度
良
い
数
に
な
る
。「
三
百
八
十
四
」
の

可
能
性
も
残
し
て
お
き
た
い
。

背
面
は
表
面
よ
り
狭
い
平
坦
面
と
斜
め
に
カ
ッ
ト
し
て
あ
る
両
側
面
と
か
ら
な
る
。

背
面
は
か
な
り
表
面
の
荒
れ
が
強
く
、
木
目
が
浮
き
出
て
い
る
が
、
付
着
物
に
覆
わ
れ

て
い
た
た
め
に
墨
書
が
良
く
残
っ
て
い
る
部
分
が
三
カ
所
あ
る
。
背
面
中
央
部
に
は
、

大
き
な
文
字
が
配
さ
れ
、
側
面
に
は
、
小
さ
い
文
字
が
配
さ
れ
る
。

先
端
部
は
墨
書
は
あ
る
が
、
読
め
な
い
。
最
初
の
墨
書
の
良
く
残
る
部
分
は「
毎
日
」

ま
た
は
「
毎
月
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
供
養
の
内
容
が
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
右
側
面
部
の
最
上
部
は
「
為
」
の
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

二
番
目
の
墨
書
の
残
る
部
分
は
「
三
十
三
□
」
が
明
瞭
だ
が
、「
□
」
部
分
は
上
部

だ
け
残
っ
て
お
り
「
本
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
確
定
は
で
き
な
い
。「
本
」
と
す
る
と

卒
都
婆
の
数
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
側
面
部
は
「
兼
為
同
□
」
と
読

め
る
。
先
の
「
為
」
に
続
い
て
為
が
連
続
す
る
の
で
、
こ
の
部
分
に
は
被
供
養
者
が
書

か
れ
て
い
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。「
□
」
の
上
が
「
同
」
で
あ
る
の
で
被
供
養
者

で
同
□
と
な
る
の
は
同
朋
・
同
縁
・
同
族
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
不
明
で
あ
る
。「
三
十
三
本
」
と
す
る
な
ら
、
こ
の
数
の
卒
都
婆
が
同
□
の
為

の
造
立
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
、
卒
都
婆
で
「
三
十
三
」

の
数
字
と
関
係
す
る
場
合
と
し
て
三
十
三
回
忌
供
養
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

点
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

次
は
「
□
□
□
御
卒
都
婆
」
だ
が
「
御
」
は
少
々
不
明
確
。
次
の
「
卒
都
」
は
間
違

い
が
な
い
。
次
の
「
婆
」
は
不
明
確
で
あ
る
が
、「
婆
」
の
下
の
「
女
」
ら
し
き
痕
跡

は
か
す
か
に
わ
か
る
の
で
、「
婆
」
と
し
て
お
く
。
そ
の
側
面
部
に
は
「
為
氏
女
」
と

あ
る
。
氏
女
の
表
現
は
文
献
な
ど
に
「
○
○
氏
女
」
と
女
性
の
個
人
名
を
出
さ
ず
、
出

身
氏
名
を
示
す
方
法
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
問
題
は
な
い
。

以
上
、
読
め
る
文
字
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
裏
面
は
表
面
で
述
べ
て
い
る
営
み
が

誰
の
為
の
も
の
で
あ
る
か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
「
為
」
が
複
数
回
出
て
く
る
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
営
み
は
個
人
の
為
の

も
の
で
な
く
、
複
数
グ
ル
ー
プ
・
あ
る
い
は
一
集
団
内
の
様
々
な
人
々
の
為
の
も
の
な

の
で
あ
る
。

こ
の
卒
都
婆
は
こ
け
ら
経
写
経
供
養
が
多
数
の
人
々
・
グ
ル
ー
プ
の
人
々
に
よ
っ
て

（
為
に
）
お
こ
な
わ
れ
た
際
に
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
け
ら
経
は
書
写
さ

れ
た
後
、
タ
ガ
で
絞
め
ら
れ
ど
こ
か
に
奉
納
さ
れ
る
か
、
水
辺
で
流
さ
れ
る
か
し
た
こ

と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
は
こ
け
ら
経
の
残
存
・
出
土
状
況
か
ら
も
窺
え
る
事
で
あ
る
。

本
卒
都
婆
は
そ
れ
ら
の
こ
け
ら
経
に
添
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
っ

た
く
の
想
像
だ
が
、
こ
け
ら
経
の
束
の
中
央
に
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
状
況
が
考
え

ら
れ
る
。豊
穂
遺
跡
の
状
況
か
ら
、行
事
の
最
後
に
水
辺
で
流
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
け
ら
経
写
経
の
あ
り
方
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

（
藤
澤
典
彦
）
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石
川
県
金
沢
市
豊
穂
遺
跡
出
土
の
木
製
卒
都
婆
に
つ
い
て

藤
澤

典
彦（
大
阪
大
谷
大
学
）

岩
瀬

由
美（
特
定
事
業
調
査
グ
ル
ー
プ
）

一
、
遺
跡
の
概
要

金
沢
市
豊
穂
遺
跡
は
金
沢
市
西
部
の
安

原
川
下
流
右
岸
に
位
置
す
る
。
約
七
〇
〇

㍍
西
方
に
広
が
る
安
原
海
岸
砂
丘
背
後
の

標
高
約
二
・
五
㍍
の
低
湿
地
に
立
地
し
、

伏
流
水
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
。
平
成

十
一
〜
十
二
（
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
〇
）

年
度
に
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

古
代
に
お
い
て
は
九
世
紀
前
葉
〜
中
葉
を

中
心
と
し
、「
大
伴
庄
」
の
墨
書
土
器
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
初
期
荘
園
関
連
遺

跡
の
一
角
と
推
定
さ
れ
る
。
中
世
に
お
い
て
は
前
半
（
十
三
〜
十
四
世
紀
）、
及
び
後

半
（
十
五
〜
十
六
世
紀
）
の
二
時
期
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
前
半
期
に
お
い
て
は
井
戸

跡
や
区
画
溝
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
落
の
一
部
を
調
査

し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
後
半
期
は
溝
遺
構
を
確
認
し
た
に
留
ま
る
が
、
そ
の
年
代

か
ら
、
本
遺
跡
北
東
部
に
比
定
さ
れ
て
い
る
浄
土
真
宗
寺
院
、
吉
藤
専
光
寺
跡
と
の
関

連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
成
果
は
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
度
に
発
掘
調
査
報
告
書
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
報
告
し
た
Ｓ
Ｄ
３１
出
土
の
木
製
卒
都
婆
（
第
２
図
１
）
に

つ
い
て
、
そ
の
後
に
保
存
処
理
が
行
わ
れ
た
結
果
、
処
理
前
よ
り
も
墨
痕
が
鮮
明
と
な

り
、
釈
文
の
修
正
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
か
つ
、
裏
面
に
も
墨
書
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
た
め
、
大
阪
大
谷
大
学
の
藤
澤
典
彦
氏
に
釈
読
を
お
願
い

し
、
こ
こ
に
改
め
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
岩
瀬
由
美
）

二
、
出
土
卒
都
婆
に
つ
い
て

卒
都
婆
は
長
さ
六
六
・
八
㌢
、
幅
三
・
九
㌢
、
厚
一
・
五
㌢
を
計
る
（
報
告
書
記
載

数
値
）。
上
部
は
五
輪
塔
形
を
刻
み
、
下
端
部
は
各
面
か
ら
の
削
り
が
入
り
先
端
を
尖

ら
せ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
挿
し
立
て
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
は
平
坦
だ

が
、
背
面
の
平
坦
部
は
幅
が
狭
く
、
背
面
左
右
角
（
両
側
面
）
は
斜
め
に
大
き
く
面
取

り
さ
れ
て
い
る
。

各
輪
の
刻
み
目
は
余
り
明
瞭
で
は
な
い
。
卒
都
婆
は
新
し
く
な
る
と
、
空
・
風
輪
幅

が
地
輪
幅
に
近
づ
い
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
要
す
る
に
左
右
か
ら
の
彫
り
込
み
が
省
略

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
本
卒
都
婆
は
空
・
風
輪
が
全
体
幅
よ
り
狭
く
削
り
込

ま
れ
て
お
り
、
古
い
卒
都
婆
で
あ
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。

ま
た
、
空
輪
の
形
は
や
や
細
め
で
あ
り
、
先
端
の
尖
り
は
左
右
の
内
彎
す
る
カ
ー
ブ

が
自
然
に
交
差
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
先
端
を
無
理
に
尖
ら
せ
た
と
こ
ろ
が
無
く
、

こ
の
点
も
古
い
タ
イ
プ
の
五
輪
塔
に
通
じ
る
。

墨
書
は
読
め
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
一
応
以
下
の
よ
う
に
読
ん
だ
。

【
表
面
】

□

□
・
□
・
ラ
ン
・
バ
ン
・
ア

永
和
元
年

二
百
八
十
四

日
毎
日
六
本
能
写
者

卯

【
裏
面
】

為
□
・
・

兼
為
同
□

為
氏
女

毎
日
（
月
）

三
十
三
□

□
□
□
御
卒
都
婆

梵
字
部
分
は
「
ア
」
に
空
点
が
無
く
、
キ
ャ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
の
四
門
展
開
の
菩

提
門
で
は
な
く
大
日
法
身
真
言
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
下
は
年
号
で
「
永
和
元
年
」
と

あ
り
、
西
暦
一
三
七
五
年
に
当
た
る
。
そ
の
下
に
左
右
に
割
っ
て
干
支
が
あ
る
。
永
和

第１図 遺跡位置図（S＝１／２５，０００）
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